
1

Paradise for the “Girl on the Quay”:  
Emmy Hennings and Zurich Dada

KOMATSUBARA Yuri

Abstract

　　Dada celebrated its 100th anniversary in 2016. While Hugo Ball, the 
so-called father of the term Dada, has been widely analyzed, his wife 
Emmy Hennings, the so-called mother of Dada, has not attracted the 
same amount of attention. Hennings was a famous cabaret actress who 
published, sang, and performed her own poetry even before Dada and 
Zurich. Her physical attractiveness and distinctive voice made her a star 
of the Cabaret Voltaire in Zurich. On the other hand, not only is her role 
in the creation of Dada rarely mentioned but she was also disrespected 
by male Dadaists who renounced her ideas as non-Dadaist and childish. 
In this article, I review Hennings’s life as a Dadaist, by analyzing the 
details of her creative output and life as an artist that have so far not 
been considered. In particular, I focus on her contributions to the Dadaist 
movement as a working mother, distancing myself from the monolithic 
picture of Emmy Hennings so often shown in feminist research and, in 
doing so, discover a story different from the myth of Dada as commonly 
told.
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「
崖
っ
ぷ
ち
の
女
の
子
」
の
楽
園 

　

―
　

エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ

小
松
原
由
理

「
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
・
ダ
ダ
」
と
は
誰
か

　

ダ
ダ
イ
ズ
ム
と
は
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
未
来
派
宣
言
を
幕
開
け
と
す
る
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
続
く
、
北
ア
メ

リ
カ
及
び
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
連
動
し
て
発
生
し
た
前
衛
的
な
芸
術
運
動
の
一
つ
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
の
永
世
中
立
国
ス
イ

ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
誕
生
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
各
都
市
、
そ
し
て
パ
リ
、

さ
ら
に
は
東
京
へ
も
ダ
ダ
イ
ズ
ム
運
動
は
波
及
し
た
。
ダ
ダ
の
発
祥
地
と
し
て
今
な
お
伝
説
的
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
が
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
中
央
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
繁
華
街
に
位
置
す
る
店
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
で
、
開
店
日
は
一
九
一
六
年
二
月
五
日
。

ダ
ダ
誕
生
100
周
年
に
あ
た
る
二
〇
一
六
年
は
、
現
在
も
催
事
場
と
し
て
そ
の
地
で
営
業
す
る
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を
中
心

に
盛
大
に
生
誕
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
だ
が
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
が
活
動
を
開
始
す
る
一
年
前
、
第
一
次
大
戦
に

よ
る
亡
命
を
か
ね
、
パ
リ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
活
動
を
移
し
た
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ピ
カ
ビ
ア
が
、
す
で

に
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
291
」
に
集
合
し
プ
レ
・
ダ
ダ
的
な
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
が
解
散
し
た
後
、
本
格
的

に
ダ
ダ
イ
ズ
ム
が
市
民
権
を
得
て
国
際
的
運
動
と
し
て
の
「
ダ
ダ
」
が
認
知
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
ベ
ル
リ
ン
で
の
活
動
が
始
ま
る
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一
九
一
八
年
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
パ
リ
へ
と
拠
点
を
移
し
た
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
が
パ
リ
・
ダ
ダ
を
本
格

的
に
始
動
し
た
一
九
二
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
考
え
れ
ば
、
ダ
ダ
100
周
年
と
し
て
そ
の
誕
生
年
を
一
九
一
六
年
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・

ダ
ダ
に
の
み
限
定
す
る
こ
と
は
、
こ
の
運
動
の
本
質
的
な
連
動
性
や
持
続
性
を
考
え
る
と
そ
れ
ほ
ど
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
ダ
生
誕
100
周
年
を
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
の
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
て
盛
大
に
祝
う
と
き
、

念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
ニ
人
の
芸
術
家
の
存
在
で
あ
る
。
一
人
は
こ
の
店
を
開
店
さ
せ
た
主
人
で
あ
り
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
的
な
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
を
見
に
纏
い
、
音
声
詩
『
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
を
観
客
に
披
露
し
た
詩
人
フ
ー
ゴ
・
バ
ル
。
そ
し
て
も
う
一
人
が
、「
ダ
ダ
」

と
い
う
言
葉
を
最
初
に
発
見
し
た
人
物
と
し
て
語
ら
れ
る
詩
人
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
。
ダ
ダ
生
誕
100
周
年
の
祝
祭
の
中
央
に
陣
取

る
こ
の
二
人
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
傍
ら
に
、
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
開
店
当
初
か
ら
活
動
を
共
に
し
た
残
り
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

―
マ
ル
セ
ル
・
ヤ
ン
コ
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヒ
ュ
ル
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
、
ハ
ン
ス
・
ア
ル
プ
、
そ
し
て
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
い
る
。

バ
ル
が
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
生
み
の
父
で
あ
る
な
ら
ば
、
バ
ル
の
恋
人
と
し
て
、
ド
イ
ツ
か
ら
共
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
へ
と
亡
命
し
、
小
劇

団
で
女
優
と
し
て
働
き
つ
つ
、
よ
う
や
く
バ
ル
と
共
に
自
分
た
ち
の
店
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を
開
店
さ
せ
た
エ
ミ
ー
・
ヘ

ニ
ン
グ
ス
は
ダ
ダ
の
生
み
の
「
母
」
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
祝
福
の
声
が
記
念
す
べ
き
100
周
年
に
お
い
て
も

十
分
に
聞
こ
え
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

　

ダ
ダ
の
誕
生
と
重
な
り
つ
つ
、
そ
の
以
前
よ
り
ド
イ
ツ
で
は
こ
れ
ま
で
の
お
堅
い
芸
術
や
劇
場
文
化
を
よ
り
大
衆
的
な
内
容
と
場

所
に
塗
り
替
え
て
い
く
よ
う
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
動
き
が
都
市
部
を
中
心
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
文
学
カ
フ
ェ
や
カ
バ
レ
ッ
ト
（
ド
イ
ツ
語
の
キ
ャ
バ
レ
ー
）
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
場
所
で
、
エ
ミ
ー
・
ヘ

ニ
ン
グ
ス
は
ダ
ダ
で
の
活
動
以
前
よ
り
カ
バ
レ
ッ
ト
女
優
と
し
て
名
が
知
れ
て
い
た
。
自
ら
詩
を
書
き
歌
う
彼
女
の
存
在
が
、
文
学
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史
の
な
か
で
全
く
無
視
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
バ
ル
の
早
い
死
の
後
は
メ
モ
ワ
ー
ル
作
家
と
し
て
の
精
力
的
な
活
動
で
知

ら
れ
て
い
た
。
近
年
の
女
性
作
家
へ
の
社
会
的
な
注
目
に
よ
り
、
一
九
九
九
年
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
と
誕
生
の
地
ド
イ
ツ
の
フ
レ
ン

ス
ブ
ル
ク
で
ヘ
ミ
ン
グ
ス
を
単
独
で
取
り
上
げ
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
エ
ヒ
テ
に
よ
る
詳
細
な
カ
タ
ロ
グ

『
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
一
八
八
五
年
―
一
九
四
八
年
、
幾
重
も
の
わ
た

（
（
（

し
』
が
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
後
も
、
ダ
ダ
100
周
年
に
際

し
て
ダ
ダ
イ
ズ
ム
に
関
係
し
た
人
物
の
出
版
が
相
次
ぎ
、
人
物
と
し
て
の
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
関
す
る
書
籍
も
、
ま
た
彼
女
の

一
九
一
九
年
に
出
版
さ
れ
た
小
説
『
牢
獄
』
を
含
む
、『
牢
獄
・
灰
色
の
家
・
影
の
家
』『
烙
印
』『
永
遠
の

（
（
（

歌
』
も
再
出
版
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
ダ
ダ
以
前
の
活
躍
、
バ
ル
と
の
関
係
、
さ
ら
に
後
年
は
ス
イ
ス
南
部
の
芸
術
家
コ
ロ
ニ
ー
・
ア
ル
コ
ナ
で
の
ヘ
ル
マ

ン
・
ヘ
ッ
セ
と
の
交
友
関
係
な
ど
、
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
創
作
人
生
の
多
面
性
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
実
は
ま
す
ま
す
ダ
ダ

と
の
彼
女
の
関
わ
り
方
、
ダ
ダ
イ
ス
ト
と
し
て
の
彼
女
の
活
動
や
創
作
の
内
容
に
つ
い
て
の
実
像
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
感
が

あ
る
。
そ
れ
は
、「
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
」
と
い
う
存
在
に
光
を
あ
て
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
に
お
け
る
言
説
に
お
い
て
も
同
様
で
、

ダ
ダ
へ
の
関
わ
り
方
の
そ
も
そ
も
の
消
極
性
、
ダ
ダ
へ
の
参
加
も
離
脱
も
、
夫
で
あ
る
バ
ル
の
決
定
に
従
い
、
主
体
的
で
自
覚
的
な

女
性
芸
術
家
と
し
て
の
強
い
生
き
方
を
選
択
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
彼
女
の
人
生
は
、
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
と
し
て
の
積
極

的
な
評
価
が
難
し
い
存
在
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
、
ル
ス
・
ヒ
ー
マ
ス
の
『
ダ
ダ
・
ウ
ー
マ
ン
』（
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
五
人

の
重
要
な
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
最
初
に
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
を
取
り
上
げ
、
歴
史
に
埋
も
れ
た
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の

救
済
を
す
べ
く
考
察
を
行
い
、
早
い
結
婚
と
離
婚
、
子
供
を
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
残
し
て
カ
バ
レ
ッ
ト
女
優
と
し
て
劇
団
を
渡
り
歩

き
、
常
に
複
数
の
男
た
ち
と
関
係
し
、
時
に
は
売
春
婦
と
し
て
、
ド
ラ
ッ
グ
中
毒
者
と
し
て
、
さ
ら
に
は
軽
犯
罪
で
収
監
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
、
バ
ル
と
共
に
自
分
た
ち
の
カ
バ
レ
ッ
ト
を
実
現
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
共
に
あ
っ
け
な
く
去
っ
て
い
っ
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た
と
い
う
そ
の
生
き
様
が
、
ダ
ダ
と
い
う
人
生
モ
デ
ル
そ
の
も
の
だ
と
評
し

（
（
（

た
。
し
か
し
本
論
で
は
、
ヒ
ー
マ
ス
の
こ
う
し
た
ヘ
ニ

ン
グ
ス
に
対
す
る
自
由
な
女
像
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
事
実
、
す
な
わ
ち
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
ダ
ダ
イ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
し
て
い
た

時
期
と
、
九
歳
の
娘
を
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
か
ら
引
き
取
っ
て
共
に
暮
ら
し
始
め
た
と
い
う
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
こ

そ
よ
り
注
目
し
た
い
と
思
う
。
い
わ
ば
芸
術
と
し
て
の
母
で
は
な
く
、
生
活
と
し
て
の
母
が
成
立
さ
せ
、
参
加
し
た
ダ
ダ
イ
ズ
ム
と

は
何
だ
っ
た
の
か
。
妖
艶
な
身
体
と
声
で
観
客
を
酔
わ
せ
な
が
ら
、
過
去
の
自
ら
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
書
き
歌
う
一
方
、
公
演
に
子

供
を
連
れ
て
そ
の
存
在
を
ケ
ア
す
る
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
と
っ
て
の
ダ
ダ
を
知
る
こ
と
が
、
一
人
の
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
ば
か
り
か
、
ダ
ダ
イ
ズ
ム
と
い
う
運
動
の
語
ら
れ
て
は
来
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
在
り
方
を
教
え
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
・
ダ
ダ
」
と
は
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
生
涯
に
一
度
だ
け
、
ツ
ァ
ラ
に
宛
て
た
手
紙
の
文
面
に
記
し
た
自
身

の
署
名
で
あ
る
。
手
紙
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
分
に
登
場
す
る
そ
の
箇
所
に
記
さ
れ
る
の
は
、
一
人
娘
の
ア
ネ
マ
リ
ー
と
の
会
話

の
再
現
で
あ
る
。

　

親
愛
な
る
ツ
ァ
ラ
へ
。
あ
な
た
の
ヘ
ニ
ン
グ
ス
・
ダ
ダ
は
と
て
も
悲
し
く
囀
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
け
れ
ど
、
ア
ネ
マ
リ
ー

は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
て
、
大
き
く
な
っ
た
ら
絶
対
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ダ
ダ
に
あ
な
た
の
絵
と
自
分
の
絵
を
並
べ
る
ん
で
す
っ

（
（
（

て
。

　

こ
の
文
面
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
後
、
い
か
に
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ダ
ダ
の
こ
と
を
気

に
か
け
て
い
た
か
、
そ
し
て
同
時
に
彼
女
が
、
キ
ャ
バ
レ
ー
で
の
興
業
だ
け
で
は
な
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
活
動
に
も
、
娘
と
共
に
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深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ダ
ダ
で
の
活
動
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
と
し
て
の
彼
女
の
生
活
と
極
め
て

密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
与
え
た
制
限
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
ゆ
え
に
も
た
ら
さ
れ
た
恩
恵
と
し
て
、
ダ
ダ
で
の
創

造
の
意
味
と
意
義
を
考
え
る
こ
と
。
そ
の
先
に
「
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
・
ダ
ダ
」
と
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
・
ダ
ダ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
、
新
た
な
語
り
の
中
に
見
て
い
き
た
い
。

複
数
化
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
と
「
思
想
の
不
在
」

　

一
先
ず
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
生
い
立
ち
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
エ
ミ
ー
・
バ
ル=

ヘ
ニ
ン
グ
ス
は
一
八
八
五
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
国
境

を
接
す
る
ド
イ
ツ
最
北
の
街
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
漁
師
の
娘
と
し
て
誕
生
す
る
。
十
四
歳
の
時
に
工
場
で
働
き
始
め
た
後
は
、
ホ
テ

ル
の
皿
洗
い
、
給
仕
係
を
勤
め
、
写
真
館
で
の
補
佐
の
仕
事
に
つ
い
た
後
、
十
八
歳
で
ア
マ
チ
ュ
ア
舞
台
に
女
優
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
て
い
る
。
同
年
最
初
の
結
婚
を
経
て
で
き
た
子
供
は
一
歳
を
迎
え
る
前
に
亡
く
な
る
。
直
後
の
夫
の
失
踪
を
経
て
別
の
男
性
と
の

間
に
長
女
ア
ネ
マ
リ
ー
が
生
ま
れ
る
と
、
一
九
〇
六
年
に
は
オ
ス
カ
ー
・
ブ
レ
ン
ナ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
参
加
し
、
フ
レ
ン
ス
ブ

ル
ク
を
離
れ
本
格
的
に
巡
業
に
加
わ
る
。
し
か
し
一
九
〇
八
年
に
は
劇
団
と
別
れ
、
ケ
ル
ン
に
留
ま
り
い
わ
ゆ
る
ホ
ス
テ
ス
業
や
売

春
業
な
ど
で
生
活
を
凌
ぎ
つ
つ
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
の
シ
ョ
ー
や
テ
ィ
ン
ゲ
ル
タ
ン
ゲ
ル
の
踊
り
子
と
し
て
舞
台
に
立
つ
。
ハ
ノ
ー

フ
ァ
ー
で
後
に
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ダ
に
も
深
く
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ク
タ
ー
と
知
り
合
う
と
、
一
九
一
〇
年
頃
に
は
カ

フ
ェ
・
デ
ス
・
ヴ
ェ
ス
テ
ン
ス
に
出
入
り
す
る
ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
イ
ム
や
ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ッ
デ
ィ
ス
、
エ
ル
ゼ
・
ラ
ス
カ

ー=

シ
ュ
ー
ラ
ー
と
い
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
前
衛
的
な
詩
人
た
ち
と
繫
が
り
を
広
げ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
詩
人
で
も
あ
る
フ

ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ハ
ル
デ
コ
プ
フ
の
恋
人
に
な
る
と
、
パ
リ
へ
の
旅
に
も
同
行
し
、
帰
国
後
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
サ
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ー
ク
ル
の
溜
ま
り
場
ジ
ン
プ
リ
チ
ス
ム
ス
で
女
活
弁
士
と
し
て
人
気
を
博
す
。
一
九
一
二
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
メ
ジ
ャ
ー
な
カ
バ
レ

ッ
ト
・
リ
ン
デ
ン
で
舞
台
に
た
つ
。
ま
た
こ
の
頃
初
め
て
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
詩
が
『
ア
ク
テ
ィ
オ
ー
ン
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

夫
と
な
る
フ
ー
ゴ
・
バ
ル
に
ジ
ン
プ
リ
チ
ス
ム
ス
で
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
そ
の
ニ
年
後
の
一
九
一
四
年
だ
っ
た
が
、
そ
の
夏
に

は
売
春
中
の
窃
盗
の
疑
い
で
一
度
目
の
逮
捕
。
そ
の
後
フ
ラ
ン
ツ
・
ユ
ン
グ
の
逃
亡
ほ
う
助
の
罪
で
二
度
目
の
逮
捕
と
続
き
、
こ
の

と
き
バ
ル
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
収
監
先
に
ヘ
ミ
ン
グ
ス
を
訪
問
し
て
い
る
。
出
獄
す
る
と
ベ
ル
リ
ン
で
バ
ル
と
共
に
暮
ら
す
が
、
第
一

次
大
戦
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
直
後
に
二
人
で
一
九
一
五
年
五
月
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
へ
と
移
住
す
る
。
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル
を
一
九
一
六
年
二
月
に
開
店
す
る
ま
で
の
一
年
ほ
ど
の
困
窮
は
凄
ま
じ
く
、
バ
ル
と
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
に
既
存
の
小
劇
団
で
役
者
を
し
つ
つ
も
、
売
春
に
よ
る
生
計
に
も
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
私
た
ち
の
カ
バ
レ
ッ
ト
は
、
ひ

と
つ
の
身
振
り
で
す
。
こ
こ
で
語
ら
れ
謳
わ
れ
る
い
か
な
る
言
葉
も
、
こ
の
卑
劣
な
時
代
が
、
私
た
ち
か
ら
尊
厳
を
奪
う
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
少
な
く
と
も
語
っ
て
い
る
の
で

（
（
（

す
。」
―
バ
ル
が
日
記
に
綴
っ
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
国
家
主
義
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ぶ
つ
か
り
合
い
で
不
毛
に
も
消
え
て
い
っ
た
無
数
の
人
命
を
嘆
き
歌
う
場
所
、
そ
し
て
そ
の
不
毛
さ
に
不
毛
さ
で

抵
抗
す
る
の
だ
と
い
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
と
い
う
運
動
が
、
戦
死
者
た
ち
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
で
も
あ
り
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
で
も

あ
る
思
想
的
な
存
在
意
義
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
台
詞
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
私
た
ち
」
の
も
う
一
人
で
あ
る

ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
と
っ
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
は
思
想
的
実
践
の
場
で
あ
る
以
上
に
、
生
活
を
何
と
か
存
続
さ
せ
る
た
め
の
ビ
ッ

ク
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

バ
ル
が
語
る
社
会
的
使
命
と
は
無
関
係
に
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
「
思
想
の
不
在
」
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
舞
台
を
飾
る
だ
け
の
ス

タ
ー
女
優
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
前
述
の
ダ
ダ
100
周
年
に
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
エ
ヒ
テ
に
よ
る
著
書
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『
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
』
で
の
以
下
の
よ
う
な
語
り
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

　

一
九
一
六
年
二
月
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
要
塞
と
ド
ゥ
ア
モ
ン
要
塞
を
め
ぐ
る
戦
闘
が
燃
え
上
が
り
、
五
月
に
ス
カ
ゲ
ラ
ク
海
峡
前

の
海
戦
で
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
戦
艦
が
沈
没
し
、
六
月
か
ら
十
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
兵
士
が
ソ
ン
ム

で
命
を
果
て
さ
せ
る
な
か
、
亡
命
芸
術
家
た
ち
は
共
に
歌
い
演
じ
朗
読
す
る
―
「
我
ら
の
政
府
が
戦
争
中
で
あ
れ
」。
舞
台

の
中
心
に
立
つ
の
は
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
。
彼
女
な
し
で
は
連
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
す
こ
と
な
ど
無
理
な
こ
と
は
バ
ル

も
よ
く
知
っ
て
い

（
（
（

た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
バ
ル
以
外
の
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
の
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
対
す
る
見
解
は
彼
女
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
対
す
る

称
賛
か
ら
、
ナ
イ
ー
ヴ
さ
へ
の
批
判
に
至
る
ま
で
一
様
に
「
思
想
の
不
在
」
イ
メ
ー
ジ
と
連
動
し
て
い
る
。
な
か
で
も
極
め
て
痛
烈

な
の
が
ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
タ
ー
に
よ
る
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
対
す
る
以
下
の
よ
う
な
描
写
で
あ
る
。

　

彼
女
の
子
供
の
よ
う
な
振
る
舞
い
、
そ
の
馬
鹿
正
直
に
披
露
さ
れ
る
あ
り
得
な
さ
の
意
味
が
私
に
は
全
く
理
解
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
一
人
の
女
性
と
し
て
も
、
ま
た
一
人
の
人
間
と
し
て
も
全
く
私
に
は
異
質
だ
っ
た
。
た
だ
バ
ル
だ
け
が
そ
の
慈
愛

あ
る
人
間
性
に
お
い
て
彼
女
の
存
在
を
す
べ
て
理
解
し
て
い
た
。
彼
女
の
振
る
舞
い
を
無
視
せ
ず
、
エ
ミ
ー
の
な
か
に
、「
た

だ
の
シ
ン
プ
ル
な
女
の
子
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
見
て
い
た
。
彼
女
の
し
ば
し
ば
騙
さ
れ
が
ち
な
人
懐
っ
こ
さ
は
、
バ
ル
の
男

性
性
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
て
い
た
。
煩
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
な

（
（
（

く
。
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彼
女
の
子
供
の
よ
う
な
振
る
舞
い
、
思
想
な
き
「
た
だ
の
シ
ン
プ
ル
な
女
の
子
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
一
方
で
、
当
時
の
メ
デ
ィ

ア
は
そ
の
身
体
的
魅
力
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
注
目
し
て
い
る
。

　

こ
の
カ
バ
レ
ッ
ト
の
ス
タ
ー
は
し
か
し
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
で
あ
る
。
数
多
の
夜
、
カ
バ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
ポ
エ
ム
た
ち

の
ス
タ
ー
だ
。
数
年
前
、
ベ
ル
リ
ン
の
カ
バ
レ
ッ
ト
の
黄
色
く
ざ
わ
め
く
カ
ー
テ
ン
前
に
立
ち
、
両
腕
を
お
尻
の
上
に
回
し
、

満
開
の
茂
み
の
よ
う
に
豊
満
だ
っ
た
の
と
同
じ
く
、
今
日
も
彼
女
は
同
じ
歌
を
、
苦
難
に
よ
る
身
体
的
変
化
も
わ
ず
か
に
、
よ

り
勇
敢
な
お
で
こ
を
見
せ
な
が
ら
披
露
す

（
（
（

る
。

　

こ
こ
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ポ
ス
ト
が
語
っ
て
い
る
「
苦
難
に
よ
る
身
体
的
変
化
」
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
ヘ
ニ
ン
グ
ス
を
語
る
際
に

好
ん
で
取
り
上
げ
る
逮
捕
・
収
監
歴
の
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
語
り
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
ひ
た
す

ら
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
身
体
で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
彼
女
で
は
な
い
。
薬
物
接
種
や
投
獄
と
い
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
抱
え

つ
つ
華
や
か
に
舞
台
を
飾
る
セ
ク
シ
ャ
ル
な
存
在
と
し
て
の
ヘ
ニ
ン
グ
ス
と
、
リ
ヒ
タ
ー
の
回
顧
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
無
邪
気
で
子

供
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
の
ヘ
ニ
ン
グ
ス
像
。
し
か
し
、
ま
さ
に
矛
盾
し
た
対
極
の
イ
メ
ー
ジ
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
自
体
は
実
は

女
を
語
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
は
よ
く
あ
る
事
例
で
も
あ
る
。
ヒ
ー
マ
ス
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
の

参
加
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヒ
ュ
ル
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
に
よ
る
バ
ル
と
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
関
係
を
語
る
以
下
の
描
写
に
注
目
し
、

そ
こ
に
彼
女
自
身
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
上
の
戦
略
を
見
て
い
る
。
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フ
ー
ゴ
は
エ
ミ
ー
に
主
婦
像
な
ど
求
め
な
か
っ
た
。
彼
が
探
し
て
い
た
の
は
子
供
の
よ
う
な
無
邪
気
さ
、
子
供
、
無
意
識
、

お
と
ぎ
話
、
そ
し
て
彼
女
は
彼
の
ご
主
人
さ
ま
な
の
だ
。
彼
の
母
親
で
彼
の
天
使
。
そ
し
て
女
神
官
。（
…
）。
彼
女
は
単
な
る

子
供
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
子
供
を
い
か
に
演
じ
る
か
、
知
っ
て
い
た
だ

（
（
（

け
。

　

ヒ
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
対
極
を
揺
れ
動
く
彼
女
の
女
性
性
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
演
出
は
、
無
意
識
に
、
あ
る
い
は
意

識
的
に
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
自
身
を
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
の
複
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
採
っ
た
作
戦
」
だ
と
し
た
う
え
で
、
そ
こ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
と
し

て
読
み
取
る
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
理
論
の
実
践
そ
の
も
の
を
見
る
。
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
様
々
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ

メ
ー
ジ
の
演
出
は
、
芸
術
的
な
実
践
に
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
が
女
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
そ
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
の
複
数
性
は
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
も
オ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
も
展
開
し
て
い
る
の
だ
と
。

ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
人
形
　

―
　

マ
シ
ー
ン
美
学
を
超
え
て

　

続
け
て
ヒ
ー
マ
ス
は
、
む
し
ろ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
こ
と
自
体
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
の
重
要
な
思
想
的
中
心
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
彼
女
自
身
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
実
験
的
な
挑
戦
を
続
け
る
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
と
、
よ
り
人
気
の
あ
る
カ
バ
レ
ッ
ト

の
間
の
橋
渡
し
の
役
割
、
い
わ
ば
作
家
と
観
客
の
間
を
結
ぶ
橋
の
よ
う
な
貢
献
を
果
た
し
た
の
だ
と
評
価
を
試
み

（
（1
（

る
。
だ
が
一
方
で
、

こ
う
し
て
彼
女
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
自
体
へ
の
評
価
が
、
そ
の
内
容
で
は
な
く
女
性
と
し
て
の
語
ら
れ
方
や
あ
り
方
の
中
で
決
定
づ
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け
ら
れ
る
と
き
、
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
に
対
す
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
は
相
変
わ
ら
ず
ダ
ダ
と
い
う
運
動
の
内
部
で
語
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
外
部
で
、
常
に
女
た
ち
と
い
う
宿
命
の
な
か
で
の
「
自
分
探
し
」
の
世
界
の
な
か
に
留
ま
る
存
在
と
し
て
生
産
さ
れ
続
け
て
し

ま
う
。

　

と
り
わ
け
、
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
の
「
自
分
探
し
」
の
文
脈
を
象
徴
的
に
形
成
し
て
き
た
の
が
、
彼
女
た
ち
が
制
作
す
る
「
人

形
」
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
が
制
作
す
る
人
形
は
、
彼
女
た
ち
自
身
の
社
会
に
お
け
る
窮
屈
な
現
状
と
生
を
語
る
、
格
好
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
補
完
物
、
あ
る
い
は
投
影
物
と
し
て
の
位
置
に
置
か
れ
語
ら
れ
て
き
た
。
ヒ
ー
マ
ス
は
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
人
形
制
作
を

始
め
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
時
代
に
彼
女
が
知
り
合
っ
た
人
形
作
家
ロ
ッ
テ
・
プ
リ
ッ
ツ
ェ
ル
か
ら

の
影
響
に
ふ
れ
、
プ
リ
ッ
ツ
ェ
ル
に
と
っ
て
人
形
が
「
自
分
自
身
の
創
造
な
の
だ
」
と
語
っ
た
こ
と
を
記
し
、
加
え
て
ヘ
ニ
ン
グ
ス

自
身
が
後
に
カ
バ
レ
ッ
ト
女
優
時
代
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
語
っ
た
と
す
る
以
下
の
よ
う
な
台
詞
を
引
用
す
る
。

　

暮
ら
し
、
活
動
す
る
と
き
人
は
、
マ
シ
ー
ン
で
あ
り
人
形
だ
わ
。
だ
け
ど
人
間
は
人
形
に
比
べ
な
ん
て
繊
細
な
の
か
し
ら
。

わ
た
し
た
ち
は
操
り
人
形
で
、
神
は
わ
た
し
た
ち
を
糸
で
好
き
に
操
る
子
供
の
よ
う
。
辛
い
の
は
、
舞
台
か
ら
去
る
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
な
い
こ

（
（1
（

と
。

　　

ヒ
ー
マ
ス
は
こ
の
引
用
の
直
後
に
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
小
説
『
烙
印
』（
一
九
二
〇
）
で
取
り
上
げ
た
自
分
自
身
の
ダ
ブ
ル
を
示
す

メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
人
形
を
描
く
場
面
で
の
台
詞
「
鏡
の
前
に
座
り
、
こ
の
人
形
を
観
察
す
る
の
。
す
る
と
自
分
自
身
を
ダ
ブ
ル
に

で
き
る
わ
」
を
取
り
上
げ
、
人
形
ほ
ど
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
経
験
と
、
女
性
の
身
体
と
し
て
の
経
験
を
語
る
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メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
他
に
な
い
と
結
論
付
け
た
。
社
会
的
な
危
機
の
時
代
に
、
男
た
ち
に
と
っ
て
マ
シ
ー
ン
や

人
形
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
潜
在
的
な
経
験
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
っ
て
い
る
時
代
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
、
女
た
ち
の
経
験
に
と
っ
て
も
よ

り
強
力
な
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
と
。

　

確
か
に
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
他
に
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
の
舞
台
に
関
わ
っ
た
ゾ
フ
ィ
ー
・
ト
イ
バ
ー
は
人
形
制
作
及
び
人
形
劇

の
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、
ま
た
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ダ
に
携
わ
り
、
ラ
ウ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
ハ

ン
ナ
・
ヘ
ー
ヒ
も
ま
た
第
一
回
ダ
ダ
国
際
見
本
市
に
、
他
の
作
品
に
加
え
自
身
の
制
作
し
た
人
形
を
出
品
し
て
い
る
。
特
に
展
覧
会

で
他
に
展
示
さ
れ
た
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
の
ド
イ
ツ
軍
服
を
見
に
つ
け
た
豚
の
は
く
製
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
、
鉄
製
の
甲
冑
の
よ
う
な

マ
ネ
キ
ン
と
比
べ
る
と
、
彼
女
た
ち
の
人
形
は
、
女
性
と
い
う
彼
女
た
ち
自
身
の
似
姿
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
愛
ら
し
い
外
観

が
特
徴
的
で
は
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
が
理
論
の
具
現
化
と
し
て
制
作
し
た
マ
シ
ー
ン
美
学
と
は
全
く
異
次
元

の
人
形
た
ち
が
並
ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
実
は
こ
の
次
元
の
違
い
こ
そ
が
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の

人
形
が
持
つ
も
う
一
つ
別
の
重
要
性
、
つ
ま
り
販
売
可
能
な
見

た
目
と
い
う
側
面
と
、
子
供
の
世
界
の
表
象
と
し
て
、
決
し
て

怖
が
ら
れ
な
い
外
見
と
い
う
役
割
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目

さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ニ
コ
ラ
・
ベ
ー
マ
ン
は
、
ヒ
ー
マ
ス
と
同
様
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の

人
形
制
作
の
き
っ
か
け
と
し
て
の
ロ
ッ
テ
・
プ
リ
ッ
ツ
ェ
ル
と
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の
交
流
、
そ
し
て
彼
女
が
い
か
に
プ
リ
ッ
ツ
ェ
ル
人
形
を
気
に
入
り
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
た
か
も
記
し
た

上
で
、
お
そ
ら
く
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
、
ダ
ダ
で
何
か
を
売
っ
た
唯
一
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
形
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い

（
（1
（

る
。
ま
た
、
同
時
に
ダ
ダ
と
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
人
形
が
初
め
て
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
の
舞
台
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
六
年
六
月
に
行
わ
れ
た
児
童
施
設
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
慈
善
公
演
で
の
こ
と
で
あ

っ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
彼
女
の
人
形
が
い
か
に
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い
た
か
を
語
る
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
こ
の
事

実
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
の
事
実
は
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
と
っ
て
の
人
形
が
決
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ

る
自
己
探
求
の
表
現
の
み
と
し
て
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
十
分
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
迷

え
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
写
し
鏡
と
し
て
の
お
決
ま
り
の
道
具
で
あ
る
人
形
は
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
お
い
て
は
「
商
品
」
と
子
供

の
た
め
の
「
玩
具
」
と
い
う
、
極
め
て
実
用
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
の
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
子
供
の

世
界
の
表
象
と
し
て
、
児
童
施
設
の
子
供
た
ち
を
喜
ば
せ
た
「
玩
具
」
に
は
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
と
い
う
地
に
、
頻
繁

に
祖
国
を
失
っ
た
子
供
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
て
い
た
と
い
う
事
実
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

多
く
の
ス
イ
ス
人
家
庭
は
戦
地
か
ら
疎
開
児
童
を
招
待
し
て
い
た
。
痩
せ
て
、
青
白
く
、
頰
の
こ
け
た
そ
の
小
さ
な
お
客
さ

ん
た
ち
は
こ
こ
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
到
着
す
る
と
、
若
々
し
い
バ
ラ
の
よ
う
に
花
開
い
た
。
そ
う
や
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
子
供
た
ち

が
こ
こ
で
成
長
し
た
か
、
思
い
出
し
て
は
感
謝
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
！　

ど
れ
ほ
ど
こ
の
若
い
民
た
ち
が
大
切
に
扱
わ
れ

た
か
。（
…
）
後
の
夫
と
な
る
詩
人
の
フ
ー
ゴ
・
バ
ル
は
、
当
時
灰
の
よ
う
に
灰
色
で
ガ
リ
ガ
リ
、
ま
る
で
木
の
根
で
作
ら
れ

た
か
の
よ
う
な
見
た
目
だ
っ
た
が
、
彼
と
共
に
よ
く
そ
こ
に
散
歩
し
て
は
、
カ
モ
メ
と
白
鳥
た
ち
が
餌
を
も
ら
っ
て
い
る
の
を
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羨
ま
し
く
見
て
い

（
（1
（

た
。

　

ヘ
ニ
ン
グ
ス
自
身
に
よ
る
こ
う
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
で
の
活
動
前
後
の
回
顧
録
は
、
フ
ー
ゴ
・
バ
ル
に
よ
る
日
記
『
時
代

か
ら
の
逃
走
』
を
は
じ
め
、『
ダ
ダ
年
鑑
』
を
出
し
た
ヒ
ュ
ル
ゼ
ン
ベ
ッ
ク
、
ダ
ダ
の
壮
大
な
総
監
図
録
作
成
を
試
み
た
ツ
ァ
ラ
の

『
ダ
ダ
グ
ロ
ー
ブ
』、
戦
後
の
ダ
ダ
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
た
リ
ヒ
タ
ー
に
よ
る
『
ダ
ダ
―
芸
術
と
反
芸
術
』
な
ど
男
性

ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
が
旺
盛
に
語
る
メ
モ
ワ
ー
ル
と
比
べ
る
と
実
に
慎
ま
し
く
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
僅
か
な
が
ら
彼
女
が
語
っ
た
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
の
記
憶
と
し
て
、
真
っ
先
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
街
に
疎
開
し
て
き
た
多
く
の
子
供
た
ち
の
姿
を
描
い
て
い
る
こ

と
に
は
少
な
か
ら
ぬ
意
味
が
あ
る
。

　

ダ
ダ
と
子
供
―
唐
突
な
よ
う
だ
が
、
両
者
は
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
と
っ
て
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
を
語
る
と
き
、
外
す
こ
と
の
で

き
な
い
関
連
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
時
代
を
振
り
返
る
と
き
、
そ
こ
に
飢
え
た
子
供
た
ち
の
イ

メ
ー
ジ
と
、
ド
イ
ツ
か
ら
亡
命
し
生
活
の
あ
て
を
求
め
て
彷
徨
う
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
複
し
て
い
た
こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
回

想
に
よ
っ
て
十
分
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ダ
ダ
と
子
供
の
関
係
と
し
て
は
さ
ら
に
核
心
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
存
在
す
る
。

実
は
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
を
バ
ル
に
最
初
に
提
案
し
た
の
は
ヘ
ニ
ン
グ
ス
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
と
い
う
言
葉
が
「
子
供

の
よ
う
に
遊
戯
的
」
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
提
案
は
、
疎
開
児
童
た
ち
が
や
っ
て
く
る
光
景
を
眺
め
な
が
ら
の
散
歩
中
に

バ
ル
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
詳
細
ま
で
ヘ
ニ
ン
グ
ス
は
明
か
し
て
い
る
の
で
あ

（
（1
（

る
。

　

こ
こ
に
加
え
て
、
ダ
ダ
と
子
供
の
関
係
と
し
て
最
も
近
く
強
い
意
味
を
持
つ
事
実
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
フ
レ
ン
ス

ブ
ル
ク
の
実
母
の
も
と
に
預
け
て
い
た
娘
ア
ネ
マ
リ
ー
と
の
暮
ら
し
が
こ
の
地
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
よ
う
や
く
実
現
し
た
こ
と
で
あ
ろ
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う
。
実
母
の
突
然
の
死
に
よ
っ
て
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
ア
ネ
マ
リ
ー
の
引
き
取
り
を
直
ち
に
要
求
し
た
の
が
一
九
一
六
年
三
月
二
十

（
（1
（

日
。

キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
開
店
し
た
直
後
で
あ
る
。
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
逮
捕
歴
に
よ
り
、
ア
ネ
マ
リ
ー
の
後
見
人
で
あ
る
親
族

は
申
し
出
を
一
時
拒
否
し
た
こ
と
を
め
ぐ
り
、
子
供
を
引
き
取
る
た
め
の
ヘ
ニ
ン
グ
ス
と
バ
ル
の
闘
い
の
記
録
は
、
当
時
の
書
簡
に

残
さ
れ
て
い
る
。

　

絶
対
に
子
供
は
こ
こ
に
連
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
エ
ミ
ー
の
健
康
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
す

で
し
ょ
う
。
彼
女
か
ら
子
供
を
引
き
離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
供
は
こ
こ
で
面
倒
を
み
ま
す
。
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
で
は
き

っ
と
こ
ち
ら
ほ
ど
の
ケ
ア
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
子
供
の
た
め
に
誰
も
い
な
い
の
で
す
し
、
そ
れ
に
そ
の
子
は
祖

母
の
病
気
に
よ
っ
て
す
で
に
苦
労
し
て
い
る
の
で
す
か

（
（1
（

ら
。

　

バ
ル
の
こ
う
し
た
嘆
願
の
手
紙
が
功
を
奏
し
て
か
、
二
か
月
後
の
五
月
に
ア
ネ
マ
リ
ー
は
無
事
に
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
元
に
到
着
す
る
。

バ
ル
の
日
記
に
は
、
ヘ
ニ
ン
グ
ス
と
ア
ネ
マ
リ
ー
と
三
人
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
の
ソ
ワ
レ
に
同
行
す
る
様
子
や
、
ア
ネ
マ
リ

ー
が
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
芸
術
的
な
雰
囲
気
に
感
激
し
、
舞
台
に
も
立
ち
た
が
っ
た
と
い
う
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
紹
介
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。
ク
リ
ス
タ
・
バ
ウ
ム
ベ
ル
ガ
ー
は
、「
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
子
供
？　

だ
が
、
そ
れ
は
実
際
お

似
合
い
だ
っ
た
。
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
は
子
供
の
持
つ
価
値
や
子
供
の
芸
術
を
高
く
認
め
て
い
た
の
だ
か
ら
。」
と
記

（
（1
（

し
さ
ら
に
一
九

一
六
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ダ
ダ
で
、
ア
ネ
マ
リ
ー
が
自
身
の
絵
を
展
示
し
、
そ
の
何
点
か
が
売
れ
た
こ
と
も
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
バ
ウ
ム
ベ
ル
ガ
ー
は
、
マ
ル
セ
ル
・
ヤ
ン
コ
、
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
、
そ
し
て
フ
ー
ゴ
・
バ
ル
に
ア
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ネ
マ
リ
ー
の
絵
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
最
後
に
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
、
男
性
ダ
ダ
イ
ス
ト

た
ち
と
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
子
供
ア
ネ
マ
リ
ー
と
の
心
温
ま
る
交
流
を
物
語
る
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
・
グ
ル
ー
プ
の

実
態
を
語
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。

　

ダ
ダ
と
子
供
と
の
関
係
が
こ
う
し
て
明
ら
か
と
な
る
と
き
、
当
然
母
親
で
あ
る
ヘ
ニ
ン
グ
ス
に
関
し
て
、
つ
ま
り
女
性
ダ
ダ
イ
ス

ト
と
子
供
と
の
関
係
、
な
か
で
も
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
と
し
て
の
ヘ
ー
ヒ
の
創
作
と
母
親
と
し
て
の
彼
女
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
結
び

つ
い
て
い
た
の
か
が
新
た
に
問
い
直
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
前
述
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
時
代
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
、
ヘ
ニ

ン
グ
ス
が
興
奮
気
味
に
取
り
上
げ
る
の
は
子
供
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
他
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
初
め
て
高
値
で
売
れ
た
絵
の
話
で
あ

（
（1
（

る
。

彼
女
自
身
の
語
り
か
ら
も
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
、
こ
う
し
た
生
活
や
収
入
の
場
と
し
て
の
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
そ
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ダ
ダ
と
い
う
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
、
ヒ
ー
マ
ス
は
「
彼
女
に
と
っ
て
芸
術
は
生
活
の
一
部
分
で
あ
り
、
そ
の
代
用
で

は
な
か
っ

（
（2
（

た
」
と
結
論
付
け
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
評
価
そ
の
も
の

が
、
常
に
副
次
的
な
存
在
と
し
て
語
ら
れ
る
「
女
性
ダ
ダ
イ
ス
ト
」

に
対
す
る
言
説
に
寄
与
す
る
ば
か
り
か
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
と
し

て
前
衛
芸
術
集
団
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ダ
で
活
動
す
る
と
い
う
稀
有

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
彼
女
の
価
値
を
、
た
だ
押
し
下
げ
て
し

ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
子
供
を
抱
え

た
う
え
で
の
創
作
活
動
と
い
う
、
そ
の
他
の
ダ
ダ
イ
ス
ト
た
ち
と
は

全
く
異
な
る
制
約
の
な
か
で
、
彼
女
が
何
を
ど
の
よ
う
に
創
作
し
、
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発
信
し
て
い
た
の
か
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

「
赤
色
ノ
ー
ト
」、
あ
る
い
は
〈
崖
っ
ぷ
ち
〉
と
い
う
ト
ポ
ス

ど
う
だ
っ
て
い
い
の
、
た
だ
腹
ペ
コ
な
だ
け

わ
た
し
、
人
生
の
三
等
船
室
に
い
る
乗
船
客
の
一
人

い
た
ず
ら
に
人
を
愛
し
、
憎
み

そ
し
て
…
夜
毎
ぶ
ら
つ
い
て

そ
し
て
…
こ
の
身
は
パ
ン
の
た
め

そ
し
て
…
恥
で
死
ね
る
っ
て
ほ
ん
と
？

も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
よ

そ
れ
で
も
、
き
れ
い
な
歯
、
赤
い
唇

お
願
い
女
神
さ
ま　

私
を
奈
落
の
底
へ
と
突
き
落
と
し
て

そ
し
て
…
最
後
に
も
う
一
度
だ
け
。
見
守
っ
て
い
て
。

す
べ
て
の
罪
を
洗
い
流
し
て

そ
う
、
わ
た
し
が
眠
ら
ず
明
か
し
た
少
な
か
ら
ぬ
夜
を
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「
崖
っ
ぷ
ち
の
女
の
子
」
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ

（
（2
（

ス

　

ヘ
ニ
ン
グ
ス
は
何
か
を
ダ
ダ
で
販
売
し
た
初
め
て
の
人
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
形
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
実
は
彼
女

が
売
っ
て
い
た
の
は
人
形
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
亡
命
す
る
以
前
の
一
九
一
五
年
頃
か
ら
、
彼
女
は
自
身
の
詩
を

何
篇
か
紙
に
書
き
、
そ
れ
を
折
り
畳
ん
だ
だ
け
の
簡
単
な
冊
子
に
し
て
、
自
分
の
出
番
の
前
後
に
客
に
安
値
で
売
り
小
金
を
稼
ぐ
手

法
を
と
っ
て
い
た
。
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
時
代
に
彼
女
が
作
成
し
て
い
た
の
は
、「
赤
色
ノ
ー
ト
」（Rotes H

eft

）
と
名

付
け
ら
れ
た
、
上
記
「
崖
っ
ぷ
ち
の
女
の
子
」
を
含
む
六
篇
の
詩
が
閉
じ
ら
れ
た
赤
い
冊
子
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た

ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
『
エ
ミ
ー
・
ヘ
ニ
ン
グ
ス
・
ダ
ダ
』
に
は
、
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
で
当
時
配
ら
れ
て
い
た
実

物
の
コ
ピ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
紙
の
幾
分
色
あ
せ
た
赤
色
と
、
黄
ば
ん
だ
紙
に
タ
イ
プ
で
打
ち
込
ま
れ
た
（
タ
イ
プ
ミ

ス
も
多
い
）
詩
の
行
間
の
取
り
方
な
ど
が
垣
間
見
れ
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
「
崖
っ
ぷ
ち
の
女

の
子
」
の
他
に
「
牢
獄
」「
子
供
た
ち
の
詩
」「
あ
ら
ゆ
る
広
告
塔
に
よ
ろ
め
く
酔
っ
払
い
」「
5
月
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
」「
エ
ー
テ
ル
」。

刑
務
所
に
始
ま
り
、
そ
の
多
く
が
ヘ
ニ
ン
グ
ス
自
身
の
体
験
を
連
想
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
は
失
わ
れ
た
子
供
時
代
へ
の

郷
愁
、
刹
那
的
な
夜
の
出
会
い
の
光
景
、
異
国
へ
の
憧
憬
、
表
現
主
義
の
詩
に
典
型
的
な
「
あ
あ
！
」（O

!

）
と
い
う
パ
ト
ス
等
が

特
徴
的
に
見
ら
れ
る
。
バ
ル
の
音
声
詩
が
開
拓
し
た
言
語
そ
の
も
の
の
新
境
地
と
い
っ
た
ク
ー
ル
で
実
験
的
な
作
詩
で
な
い
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
赤
色
ノ
ー
ト
の
最
後
に
閉
じ
ら
れ
た
「
崖
っ
ぷ
ち
の
女
の
子
」
に
語
ら
れ
る
女
の
子
の
生
き
方
、
言
葉
、
そ
し
て
彼
女

が
立
っ
て
い
る
場
所
「
崖
っ
ぷ
ち
」
は
、
文
学
や
芸
術
と
い
う
安
寧
な
大
地
の
果
て
に
突
然
迫
り
く
る
危
険
な
場
所
＝
断
崖
を
常
に
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背
に
す
る
彼
女
の
立
ち
位
置
を
明
示
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
ト
ポ
ス
か
ら
声
を
発
し
歌
う
こ
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
冊
子
に
し
て
、

そ
の
言
葉
を
お
金
に
還
元
す
る
こ
と
。
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
が
「
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
氏
の
宣
言
」
で
ダ
ダ
と
は
何
か
を
説
明
す
る
た

め
に
、
芸
術
の
無
意
味
さ
を
論
理
的
に
語
る
こ
と
の
破
た
ん
に
よ
っ
て
試
み
た
よ
う
に
、
赤
色
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
彼
女
は
、
文
学
や

芸
術
を
観
客
の
お
楽
し
み
に
変
換
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
生
計
に
役
立
て
た
。
そ
れ
は
言
う
な
れ
ば
、
彼
女
に
よ
る
文
学
や
芸
術
に
対

す
る
リ
ベ
ン
ジ
で
も
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
彼
女
に
よ
る
ダ
ダ
イ
ズ
ム
宣
言
そ
の
も
の
だ
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

ヒ
ー
マ
ス
は
、
一
九
四
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
『
か
り
そ
め
の
遊
び
―
あ
る
女
の
道
と
回
り
道
』
に
お
い
て
、
ま

だ
幼
い
娘
を
実
母
に
預
け
、
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
家
を
出
て
、
カ
バ
レ
ッ
ト
女
優
の
道
を
突
き
進
ん
だ
自
身
の
二
十
代
前
半
ま
で
を

振
り
返
り
「
子
供
で
さ
え
も
、
私
を
引
き
留
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

（
（2
（

た
」
と
い
う
彼
女
自
身
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、「
そ
れ
こ
そ

が
彼
女
が
そ
の
人
生
で
行
っ
た
過
激
な
選
択
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
で
あ
り
、
彼
女
は
決
し
て
社
会
の
規
範
に
沿
う
存
在
で
は
な
く
、
そ

の
意
味
で
「
ダ
ダ
の
生
き
た
実
例
そ
の
も
の
」
だ
と
表
現
し
た
。
ヘ
ニ
ン
グ
ス
が
文
化
的
社
会
的
規
範
の
逸
脱
者
の
一
人
で
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
し
、
女
性
と
し
て
、
母
と
し
て
、
前
例
の
少
な
い
生
き
方
を
選
択
し
た
こ
と
も
確
か
だ
。
だ
が
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
・
ダ
ダ
で
の
活
動
時
に
、
彼
女
が
子
供
を
育
て
な
が
ら
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
、
時
に
子
供
を
引
き
連
れ
て
公
演
を
し
て
い
た
こ

と
も
、
彼
女
の
子
供
の
絵
が
ダ
ダ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
確
か
な
事
実
な
の
だ
。
こ
の
事
実
は
、
決
し
て
一
人

の
女
性
芸
術
家
の
人
生
の
些
細
な
出
来
事
な
ど
で
は
な
く
、
ダ
ダ
と
い
う
運
動
そ
の
も
の
の
一
つ
の
重
要
な
要
素
と
し
て
語
ら
れ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ダ
ダ
イ
ズ
ム
運
動
の
「
母
」
で
あ
る
ヘ
ニ
ン
グ
ス
の
存
在
と
、
彼
女
の
発
信
し
た
ダ
ダ
イ
ズ

ム
に
光
を
あ
て
る
と
き
、
初
め
て
わ
た
し
た
ち
は
ダ
ダ
イ
ズ
ム
生
誕
100
周
年
を
真
に
祝
福
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。
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